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濃度が測定された。     
チャンバーは透明で厚さ 3㎜のアクリル板を切り








実験に供試したヤマビル個体は 2017 年 8 月に丹沢
山地（相模原市緑区烏屋）で採集した 5個体だった。














行 動 で あ































ー内の CO2 濃度は 3,700ppmを超えた。ドライアイス









②　 上体振り行動はドライアイスを入れてから 20 ～
















Ⅱ－ 3－ 2　 CO2濃度に対する応答　～炭酸水を用い
た実験～
Ⅱ－ 3－ 1の結果において、CO2 刺激に対する移動
行動の方向（走性）があるのかないのかを確認する
ために、図 1の実験システムにおける加湿器に市販




はで移動行動のあった＃ 3と＃ 4の 2個体とした。






















②　 移動行動の方向性の多くは CO2 放出源に向かう
正の走性行動であった（4回の移動行動のうち 1
回は負の走性行動）
③　 上体振り行動や移動行動はまだ CO2 濃度が高い
ときに終了して、その後は静止した（＃ 3 個体




























































に箇条書きにした。     










③　 1 回目よりも 2回目の方が全体として上体振り行
動発生速度は低下した。
④　 温度に対する応答行動は個体によってかなり異



































































































15:05 外気＋除湿 正の走性行動（18.5 ㎝）
16:59 外気＋除湿 負の走性行動（6.5 ㎝）
18:00 外気＋除湿 のたうち回りながら負の走性行動（1.5 ㎝）
20:00 外気＋加湿開始 チャンバー底面にてのたうち回る
20:32 外気＋加湿 のたうち回るのを止めて負の走性行動（15.5 ㎝）
21:24 外気＋加湿 チャンバー壁面で動き回る
22:37 外気＋加湿 正の走性行動（6.5 ㎝）
25:00 外気＋加湿 静止
26:37 外気＋加湿 体の前部を動かすが，その場からは移動せず
40:00 外気＋加湿＋CO2 除去開始 静止










実験を行った。2017 年 8 月 26 日の朝 7:00 から夜







き込み実験が終了した後、＃ 1 ～ 5 の個体の入った
プラ容器を順に手に取って、人肌の温度をヤマビル
に与えた。上体振り行動を開始するまでの時間を最




Ⅲ－ 2－ 2　 CO2濃度と温度のヤマビル誘因効果の有
無を検証する現地実験


















Ⅲ－ 2－ 3　 CO2濃度と温度の誘因効果に関する優位
性を検証する現地実験
CO2 濃度と温度の誘因効果に関する優位性を検証す
































Ⅲ－ 3－ 1　CO2 濃度と温度に対する応答の日変化
結果を図 5 と 6 に示す。気温は日中高くなり、最

















いと考えられた。     
Ⅲ－ 3－ 2　CO2 濃度と温度による誘因効果の検証
ドライアイスに誘引されたヤマビルの個体数を調
査した 10 地点を合計した結果、15：30 からの調査で
は 4個体、17：30 からの調査では 6個体となった（表
5）。また、使い捨てカイロに誘引された個体数は 15：

















































































































（    ：1945 前の ） （  ： 2019-2020 に  
でき 分 ）
2001 の 2004 の
図 7　丹沢山地におけるヤマビルの分布マップ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：原生息地（岩見・高橋 2009）
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